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研究成果の概要（和文）： 糖尿病治療での有効な自己管理にはモニタリングを推進するツール開発が鍵とな
る。本研究は自己管理ツール開発に向け、糖尿病薬自己注射患者が１年間に渡り手帳をつける経験を、手帳をつ
けるときのつぶやき記録と非構造化面接での語りによって現象学的に明らかにした。
 本結果では、手帳使用の多様なスタイル、習慣化したツールの存在が示す生活になじんだモニタリング、他者
との共有を可能にする記録のあり方が明らかになった。これらにより、使用スタイルに合わせた可変的な手帳デ
ザインの有効性、手帳使用の習慣化による円滑な治療生活、手帳がもつコミュニケーション機能という重要な要
素が見出され、自己管理ツール開発への示唆を得た。

研究成果の概要（英文）： For effective self-management in diabetes treatment, the key is to develop 
something useful  that promotes monitoring. In preparation for development of such a useful thing 
for self-management, this study phenomenologically clarified the experiences of diabetic 
self-injecting patients who kept a logbook for a year, by utilizing their murmured thoughts recorded
 by them while entering their logbooks and their narratives in unstructured interviews.
 The results revealed: various styles of using a logbook; habitual monitoring in their life was 
represented by the natural presence of the logbook; and a way of recording that allows sharing with 
others. These findings indicate: the effectiveness of variable logbook designs that suit different 
styles of use; an easy living with treatment through habitual use of a logbook, and the aspect of 
usefulness for communication identified in the logbook; all of which provided suggestions for the 
development of a useful thing for self-management.

研究分野：臨床看護学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究成果の学術的意義は、糖尿病薬自己注射患者が生活の中でモニタリング手帳を習慣的に使用する（しな
い）経験を現象学における道具の概念を援用して分析し、手帳が患者の生活において適所を得ていること、つま
りモニタリングの道具連関があたりまえに存在している生活の内実を明らかにしたことである。この現象学によ
る分析は、使いやすい道具が自己管理を習慣化させ、円滑な生活の確立に寄与する可能性を示唆した。また、手
帳がもつコミュニケーション機能は、手帳の短期使用による自己管理方法修正に向けたケアの可能性を示唆し、
セルフモニタリングを医療者との協働的モニタリングへと変容させ、対話的医療の実現に寄与すると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 2016年度国民健康・栄養調査では、「糖尿病が強く疑われる者」は約 1,000万人と増加傾向で
あり、インスリン製剤・GLP1受容体作動薬などの自己注射を行う患者も増えている。糖尿病合
併症の発症は患者の QOL 低下をもたらすだけでなく、医療費高騰の問題も引き起こしている。
わが国の糖尿病の医療費は 8兆円に上って世界第 7位となり（NCD Risk-Factor Collaboration, 
2016）、合併症予防には諸国策がとられている。糖尿病患者への支援では、セルフモニタリング
の継続が有効な方法の一つである。わが国の自己注射患者であれば、健康保険適用下で血糖自己
測定（Self-Monitoring of Blood Glucose: SMBG）を行い、「手帳」に記録して血糖コントロー
ルするよう教育を受けており、「手帳」を活用した合併症予防は現実的な重要課題となっている。 
しかし、「手帳」をつけ続けることが困難になる患者は多く、大阪府のある医療圏では手帳の
所持率が 15.6％に留まっていたという報告もある（岸本ら、2013）。このように、糖尿病看護で
は「手帳」の継続困難者への支援で難しさに直面しやすい。 
 研究代表者による先行研究（細野、2017）では、各々の研究対象者は、血糖値だけでなく体重
や歩数など複数の指標を独自のタイミングで測定し、それらの指標群を総合的に意味づけてい
た。また、研究対象者は指標を見ると、「すごい！」や「あれ？」のようにつぶやくことが多く、
そのつど指標群を意味づけて対処していた。そして、研究対象者が研究者に向けて「手帳」を見
せながら語った近況を現象学的に分析すると、当事者による指標の重要度の違いや指標の組み
合わせ方、指標群への意味づけの仕方、そこから生まれる対処などが明らかになり、その者たち
の生活経験がありありと提示された。そこで、自己注射患者たちが「手帳」をつけるという経験
そのものが明らかになれば、継続困難者への支援で生じる難しさの突破口になる可能性がある
と考えた。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、糖尿病薬自己注射患者が糖尿病「手帳」をつける経験を 1年間にわたって追
い、①「手帳」をつける時のつぶやき記録、②「手帳」・つぶやき記録を媒体にした定期的な非
構造化面接を現象学的に分析し、明らかにすることである。さらに、その「手帳」をつける経験
を基に自己管理ツール開発案を作成する。 
 
３．研究の方法 
１）研究デザイン 
 本研究は、糖尿病「手帳」をつける経験の記述的解明を経て、自己管理ツール開発案を作成す
るという 2段階をデザインした。 
（1）第 1段階：糖尿病「手帳」をつける経験の記述的解明 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（2）第 2段階：自己管理ツール開発基盤づくり 
 全研究対象者の経験から、糖尿病「手帳」をつける経験に重要な要素を抽出し、糖尿病看護で
のコミュニケーション媒体となる自己管理ツール開発の基盤を固める。 
 
２）具体的方法 
（1）第 1段階：糖尿病「手帳」をつける経験の記述的解明 
 以下の①～③によりデータ収集した。 
①「手帳」を用いた非構造化面接 
 1回 1時間程度とし、「手帳」を媒体にして、測定指標・タイミングなど、普段の使用方法及
び最近の体調を自由に語ってもらった。 

①「手帳」を媒体にした非構造化面接（3～4名） 

指標の種類・測定タイミング・最近の調子の意味づけ 

②「手帳」をつける時のつぶやきを記録 

日単位の文脈で生まれるリアルタイムの意味づけ 

③四季の変化に合わせ「手帳」・つぶやき記録を媒

体にした非構造化面接 

月・年単位の文脈で生まれる振り返りの意味づけ 

④複数の指標の統合の仕方・多様な時間軸で生じる多様な意味づけを記述 

各研究対象者の「手帳」をつける経験を包括的・体系的に提示 



②「手帳」をつける時のつぶやきを記録 
調査開始時に対象者とつぶやきの記録方法を決定し（申請者が用意した手帳・対象者が使用し
ていた手帳・LINE®など PDA）、指標を見て思わずつぶやきが生まれた時に記録してもらった。 
③四季の変化に合わせ「手帳」・つぶやき記録を媒体にした非構造化面接 
 1回 1時間程度とし、1年間で 3回実施した。「手帳」とつぶやき記録を媒体にして、最近の
調子を振り返ってもらった。 
上記①～③のデータは現象学的に分析した。②では、日単位の文脈からつぶやきの意味づけを
分析、③では、数ヶ月の文脈から振り返りの意味づけと対処を分析、さらに 1年間の「手帳」を
つける経験の意味づけと対処を分析し、②と③の接続の仕方を分析して多様な時間軸で生じる
多様な意味づけと対処を見出し、各対象者の「手帳」をつける経験を記述した。分析過程は、関
連研究会・学会学術集会で発表・議論して現象学的肯きと厳密性を確保した。 
（2）第 2段階：自己管理ツール開発基盤づくり 
 新たな自己管理ツール開発の基盤に必要な要素を、全研究対象者の糖尿病「手帳」をつける経
験を通して抽出した。その過程では糖尿病専門医、糖尿病看護に携わる看護師、社会学者やデザ
イン研究者と学際的に意見交換を行った。 
 
４．研究成果 
１）第 1段階 
 6名の研究対象者が調査に参加したが、2名は他の疾患が悪化したため研究を中止した。4名
の研究対象者が糖尿病手帳およびつぶやき記録をつけ、非構造化面接を受ける調査を約 1 年間
実施した。現象学的にデータを分析、記述し、以下の通り、糖尿病「手帳」をつける経験を明ら
かにした。 

A氏は従来通り糖尿病手帳をつけ、つぶやきを LINE®で送った（細野、2022）。A氏は、手帳
をつける行為において、即座にその数値に高低の価値づけを読み取り、その理由を省察して対処
を考案する認識的な活動を営んでおり、手帳の使用を下支えしている測定と記録行為自体は自
明となって、普段はさほど意識されていなかった。しかし、習慣的に行為しているが故に、調査
をきっかけに手帳そのものに関心が向かうと、これまで行っていた行為が「習慣」として浮かび
上がり、治療を続ける A 氏が血糖値を知るためにおこなっている確かな取り組みがあらわにな
った。 

B 氏は糖尿病手帳を新調してつぶやきと血糖値を毎日数回記録した（細野、2021a；細野、
2022）。B氏はつぶやき記録によりその血糖値の現われを、それとともに生まれる言葉によって
書き表すうちに、その語彙やフレーズを増やし、血糖値のある日常を多様に表現できるようにな
った。B氏が手帳に書くつぶやきを思考する傍らで、手帳は B氏の日常に埋め込まれて存在し、
意識に明示されなくとも使われ続けていた。 

C氏は従来通り糖尿病手帳をつけ、つぶやき記録は書かなった（細野、2022）。C氏にとって
糖尿病手帳の記録は、インスリン注射に随伴する行為であり、普段は特に意識を向けなくとも営
んできた時間の厚みを伴っていた。さらに、これらの行為は食べるためにおこなわれる行為連関
のうちにあり、この連なりの下で血糖値に関心が向かい続けていた。C氏はつぶやき記録を一度
も書かなかったが、面接では糖尿病手帳をつける中で習得した自分の知に基づき、好物と関係す
る血糖値の意味を語った。 
頻繁に通院している D 氏は糖尿病手帳もつぶやき記録もつけなかった。主治医に診てもらっ
て安心を感じている D 氏は、自分で糖尿病手帳をつけ、つぶやきを記録する必要が生じなかっ
た可能性があった（細野 2021b；細野、2022）。 
 
２）第 2段階 
糖尿病「手帳」を使用していた 3名の研究対象者の経験をM.ハイデガーによる「道具」の概
念を援用して考察し、生活するための道具として「手帳」が存在しているありようを見出した。
糖尿病手帳は、セルフモニタリングを求められている彼／彼女らが、治療を続けるための、自分
の血糖値の意味を理解するための、食べるための道具としてうまく使われ、糖尿病治療をしつつ
生活する主体として、そのつどの行為の円滑な遂行を可能にしていた。このように、糖尿病「手
帳」が生活の中に「適所がえられる」（Heidegger, 1927/2003原・渡邊訳，pp.215-216）時、そ
の人は生活する主体として自分の病いを引き受けつつ、仕事、治療、家事等さまざまな文脈で編
成された世界に暮らしていることが明らかになった。また、糖尿病「手帳」を使わなかった 1名
には、主治医が生活するための「道具」のように存在していた可能性があった。その 1名の身の
まわりには、自分の体調を整えるために、仕事を続けるために、主治医の「適所がえられ」
（Heidegger, 1927/2003原・渡邊訳，pp.215-216）ていた可能性があった。 
 4名の研究対象者の結果は、糖尿病手帳やつぶやき記録の使用の有無や独自の使用方法に見る
ように多様であった。つまり、ケア提供者には糖尿病薬自己注射患者の数値との独自の付き合い
方にうまくかかわることができるケアのダイバーシティが求められるということである。一方、
血糖値とつぶやきが毎日記録された B氏の「手帳」は、B氏の生活を研究者にありありと伝え、
両者のあいだにリアリティのある理解を生んだ。この結果からは、糖尿病「手帳」は糖尿病薬自
己注射患者とケア提供者が数値を介してわかり合うための「適具」（Heidegger, 1927/2003原・
渡邊訳，p. 216）になる可能性が示唆された。空欄も含め、手帳に記録された数値群を介して患



者と医療者が語らい、そこで生じたリアリティのある理解から糖尿病薬自己注射患者のケアを
考えれば患者の多様性に応じることが可能になる。以上より、糖尿病薬自己注射患者へのケアの
ダイバーシティ実現に向けて、糖尿病「手帳」が有用であることが示唆された（細野、2022）。 
 以上の知見を基盤にした自己管理ツール開発に向け、糖尿病看護に携わる木村晶子氏（国立国
際医療研究センター糖尿病情報センター）、糖尿病看護認定看護師である町川香代子氏（国立国
際医療研究センター病院、国立国際医療研究センター糖尿病情報センター）、糖尿病専門医の井
花庸子氏（国立国際医療研究センター病院・国立国際医療研究センター糖尿病情報センター）社
会学者の海老田大五朗氏（新潟青陵大学准教授）、デザイン実践・研究者の由井真波氏（成安造
形大学・リンク・コミュニティデザイン研究所）と学際的な意見交換を重ねた。意見交換を通じ
て、使用スタイルに合わせた可変的な「手帳」デザインの有効性、「手帳」がもつコミュニケー
ション機能、「手帳」使用の習慣化による円滑な自己管理確立あるいは「手帳」の短期使用によ
る自己管理方法修正に向けた活用など、自己管理ツール開発の基盤となるキーポイントを見い
だした。 
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